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新 山 陽一子   
Yoko NIIYAMA：The Changing StruCture Of Beef SllppIy ChainandCattleSlaughter  
Industryin the EU Single Market Theobjectsofthispaperarefollowing・1）Toindicate  
thestructureofbeefsupplychainandtheelementsofinfluenceonthatinEUcountries．2）To  
analyze the structureofcattle slaughterindustry and theinfluenceofstartoftheEUsingle  
market on that．  
The conclusions are following．1）Cattle slaughterindustryislocatedtosettleonacom－  
petitiveabilityofbeefsupplychainbetweenEUcountries．2）Publicslaughterplantshadcom・  
pletely changedprivateplantsinTheU．K．andTheNetherlands・Publicslaughterplantsoc－  
cupyabout50％inamountofslaughtercattleinFranceandGermany，butthesharei＄decreas－  
ing．3）A average heads of slaughter cattle perplantisincreasingineveryEUcountries・A  
concentrate ratio ofa group ofslaughtercompaniesisincreasing．CR3is30％inFrance，CR5  
is28％in The U．K”Somecooperativesslaughtercompaniesgroupsstandtopfivegroupsin  
France and Germany．4）A main element ofinfluenceofstartofEUonslaughterindustryis  
foundTheCouncilDirective91／497／EECwhichistoreformECFreshMeatDirective．Thenew  
DirectiverequiredtoputhygienestandardwhichisdecidedbyTheDirectiveintoeffecttoall  
slaughterplants，andno slaughterplantis a1lowedtooperatewithoutEUcommitteepermis・  
sion．ItisexpectedtogreatchangethestruCtureOfcattleslaughterindustry；manyplantswi11  
beclosed．5）Weknow thatBSEscandalin1996isabigelementofinfluencetocattleslaugh・  
terindustry，butthissubjectisanalyzedanotherpaper・  
1．はじめに   
牛肉サプライチェーン（瑚は多様な構成要素からなり，家畜生産からと畜解体，処理，  
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り，と畜解体部門における企業的な競争構造が形成されてきている。   
しかし，その進み方と構造には国によっ七違いがある。アメリカのと畜企業の形成・  
巨大化が最も早くかつ広範囲に進み，現在すでに成熟期にある。日本やヨーロッパはこ  














治体の合弁が多い）が中心であり，一般私企業の参入はまだ一部にとどまっている。   
以上により，牛肉サプライチェーンの変化の方向を明らかにするには，その中心に位  
置すると畜産業の構造変化およびパッカーの形成・展開のメカニズムを，それを規定す  






を固定化する傾向にある。   
このように，サプライチェーンを構成する各部門の状態と部門間の相互関係それ自体  
がと畜産業の展開にもサプライチェーン全体にも影響を与えており，その影響をも明ら  
かにする必要がある。   
本稿では，ヨーロッパのと畜産業の構造変化の実態分析を課葛とするが，以上のよう  
に，と畜産業およびサプライチェーン全体の動向について，日本，アメリカ，ヨーロッ  
パ諸国の比較検討を進めることを念頭においている（注2）。   
本稿の検討は次の順序で行う。まず，前提的考察として，（1）EU諸国のサプライチ  
ェーンの構成要素とその構造変化を規定する諸要因の検討を行う。ついで∴（2）EU市  
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場統合にともなう食肉共通政策とその影響を明らかをとする。その後，と畜産業の構造変  
化の検討に移り，（3）と畜産業の構造問題，（4）食肉共通政策への対応状況，（5）と畜  








2．牛肉サプライチェーンの構成要素と構造変化の要因   
はじめに，EUの牛肉サプライチェーンの特質をつかむために，サプライチェーンの  
構成要素とその特徴を整理し，あわせて構造変化の要因と特徴を概況的に検討しておく。  
（り 牛肉サプライチェーンの構成要素とその特徴   
現在のEU諸国の肉牛・牛肉セクターの構成要素は，概略的にとらえたとき図－1に  
図－1 EUの牛肉セクターの構成要素と構造変化の要因  
トタル・クォリティ・コントロール  
チェーンの連携強化  
（むEU統一市場化→競争の激化・広域化   
出所：筆者作成。  
注：矢印は影響を与える方向を示し、破線はチェーンの連鎖を示す。  
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う別、売かソト   
肉 20％  
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諸国では牛肉の生産源泉となる家畜生産部門は，酪農部門との結合生産によって成り立  
っている。，EU諸国の大家畜セクターの中心は，いまでも酪農部門にあるとしゝってよい  
















表－1 フランスにおける協同組合企業の市場シェア  
品  目  シェア  品  目  シェア  
果実・野菜（一部）  
49  生鮮果実  30  
61   生鮮野菜 20  
54  じゃがいも  25  
53  果実缶詰  60  
33  冷凍果実  60  
29  冷凍野菜  40  
32  果実輸出  55  
家禽  
牛乳・乳製品   
集荷   
飲用乳   
バター   
ミルクバウダー   
チーズ   
ヨーグルト   
輸出  
家畜・食肉   
若牛   
肉牛集荷（子牛は除く）   
肉牛と畜・販売（子牛は除く   
豚集荷   
豚と畜・販売   
羊集荷   
羊と畜・販売   
牛肉輸出  
卵  40  
食鳥  35  
???????????
???
出所：CFCA“French AgriculturalCooperatives：An Economic  
and SocialForce”1994．  











なかでこのような動きが進み，またと畜業者の集中が徐々に進みはじめている。   
このような総合的な機能をもつと畜業者の牛肉取扱量が大きくなってきており，イギ  
リス80％，オランダ85％にのぼる（図－2）。このルートが流通の主流になってきてい  












1）政策要因   
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① 家畜生産奨励金制度と肉牛生産部門の動向   
家畜生産奨励金制度は，ビーフ・スペシャル・プレミアム（The BeefSpecial  
Premium：雄牛の飼養に対する特別奨励金），サックラ・カウ・プレミアム（The  
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る（注引。  
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市場統合をまえにした変化は第1次構造再編にかぶさるようにして要請される第2次構  
造再編ということができるのではないだろうか。  


























Britain；1994edition”として公表されている。   
この分析結果をもとに，イギリスのと畜産業の構造問題とEC委員会通達91／497への  
対応状況について検討しておきたい。  

















②卸・小売からの製品の   
品質への要求の増大  
【供給状況要因】  









（り と畜産業の構造間葛   


















Paper on‘Food from our  
own Resouces，）とそれにも  
とづく食肉と畜産業政策  
1991 1992 1993 増減率93／91  
肉牛（Cattle）  8．7  9．3  6．4  
豚（Pigs）  24．3 22．6 22．0  



















ー87－   







力の総量を超えた拡大が行われ構造的問題が発生している。   









がなくならない限り改善されないものである。   







義一3 イギリスのと番屋業の過剰能力の評価  
（1，000頭，％）（1993年）  
年 間 構畠的超 年 間  稼動率 練過剰能力 構造的 季節的 ⑧＝  
と畜能力 過能力／年 と音頭数  ④＝  過剰能力 遊休能力 ②／③  
①  ②  ③  ③／① ⑤＝100－④ ⑥＝②／① ⑦＝⑤－⑥   
肉牛  3，598  632   1．9由  55．1  44．9  17．5  27．4   31．9   
豚  14，600  1，509  9，387  64．3  35．7  10．3  25．4   16．1   
車  37，578  2，434  11，825  31．5   68・5   6・5   62．0 20，6   
注：構造的超過能力②は，最大と育可能頭撃とピーク時期のと音頭数との差の部分（一年を通じ   
て決して使われることなく恒常的に遊休している部分）。構造的超過能力の年間と畜能力に対   
する比率が構造的過剰能力⑥であり，総過剰能力と構造的過剰能力との差の部分がと畜の季節   
的繁閑による遊休能力部分⑦である・。⑧は，構造的過剰能力の年間と音頭数に対する比率。  
出所：MLC前掲書の数値を組替えて再計算した。  
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（り イギリス   
イギリスでは，MLCの先の報告書によると，先にみたEC委員会通達91／497への対  











表－4 EC規則91／497への対応の現状と将来の見通し  
処理頭数シェア   
牛  羊  膵  家畜単位  
Cattle Sheep Pigs GB Units 
1992／93に閉鎖：Closed  95  14．7  5  5  6  5  
EC認可：ECapproved  83   12．8  58  55   56  56  
一時的適用除外：Temporaryderogations  415  64．1 38  40  38  39  
（閉鎖の見通し）  158   24．4  12   10  9  10  
（EC認可獲得の見通し）  141   21．8  23  29  27  27  
（将来の見通し不明）  116  17．9  3  1  2  2  
恒久的適用除外：Permanentderogations  54  8．3  除  除   除  除  
合  計  647 100．0 100  100  100   100  
出所：MLC‘TheAbattoirIndustryinGreatBritain，1994edition  
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ェアのうえでは変化の度合は小さいといえるのではないだろうか（注8）。   
イギリスとフランスのEC認可を受けていると畜場の比率の違いは，両国のと畜場の  
規模の違いに対応する。後の項でみるが，フランスの方がと畜場の規模が大きい。  
表－5 フランスにおけるEC認可と畜場の比率  
1990年  
絶家畜  牛  
と畜場数 と音量 と畜場数 と畜量  
公共と畜場（Abattoirspublics）  （％） 73．5  41．3 80．1  53．9  
EC認可と畜場（agr∈6sCEE）  44．9  84．9 45．8  85．2   
認可されていないと畜場（non・agrささsCEE） 55．1   15．1 54．2  14，8  
民間と畜場（Abattoirspriv芭s）  26．5  58．7 19，3  46．1  
EC認可と畜場（agreesCEE）  80．0  97．9 75．9  98・5   
認可されていないと畜場（non－ag芭esCEE） 20．0  2．1 24．1  1．5  
EC認可と畜場合計（agr芭6sCEE）   （％） 53．8  93．8 51．6  91．3  
総  数／（単位：ケ所，トン）  491 3，471，700  430 1，422，241  
出所：OFIVAL‘ABATTAGES ET ABATTOIRS D’ANIMAUX DE BOUCHERIE  
EN1990’  
8．と畜産業の所有構造とその変化－イギリス・フランス・オランダ・ド  
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の一方民間企業のグループ化のすすむフランス，ドイツという構図でとらえられる。こ  
のなかで，牛肉の場合まだ部分的ではあるが，多国籍化する企業がみられる。  





















図－5 フランスにおける公共・民間別にみた牛と畜場数の推移   
2∝旧  
1800  







S 6（氾  
4（氾  
2（X）  
0   
70  72  74  76  7さ  齢  82  鮎  86  郎  師  
資料出所：OFIV札“曲at塵e＄et曲血鵬b弧血腫de  
Boudlerie en1990”より転載  
（2）大企業の撤退したイギリス   
民間企業の企業的性格を，まずイギリスについて検討する。   
イギリスの民間企業は，「パブリックカンパニー（publiccompanies）」と「プライ  
ベートカンパニー（privatecompanies）」に区分される。ここで，それぞれの特徴を  
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ている。このなかには，（plcとしては登記されていない）有限責任の会社，無限責任  
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7．と畜産業の規模と集中度（注16）－ イギリス，フランスー   
と畜場数のコンスタントな減少のなかで，イギリス，フランスともに，1と畜場当り  
平均と畜頭数規模は上昇を続けている。経年推移を，イギリスの総家畜，全と畜場につ  















ー95－   






表6 フランスにおけると畜場種類別にみた規模別シェア  
1992／93  
牛と畜場数シェア  牛と音量シェア  
枝肉重量  
規模区分  
公共と畜場 産業的と畜場  公共と畜場 産業的と畜場  
全体 Abattoirs Abattoirs  全体 Abattoirs Abattoirs  
publics industriels  publics industriels   
250以下   







23．6   22．3  1．3  
10．3  8．2  2．1  
13．0   11．4  1．6  
30．0   21．5  臥5  
1 ．6  7．4  3．2  
7．4  3．4  4．0  
4．2  1．9  2．4  
0．8  0．0  0．8  
0．6  0．6  0．0  
0．9  0，7  0．2  
2．3  2．0  0．3  
17．1  12．6  4．5  
18．5  13．0  5．6  
24．9  11．6  13．3  
25．1  10．8  14．3  
10．5  0．0  10．5  
合  計  100．0  76．1  23．9 100．0  51．3  48．7  
総  数  377  287  90   1556．7  798．1  758．6  
出所：Minlsteredel，agricultureetdelapeche，Activitedesabattoirsd，animauxde  
boucherie en1992，  
注：重量単位は，枝肉重量はトン，総重量は1，000トン  
表－7 イギリスにおけると音規模別にみたと畜業者数・と音頭数の分布  
1992／93  
総家畜  牛  羊  膵  
と音頭数規模   
（頭）  
と畜場数 と畜頭数 と畜場数 と番頭数 と畜場数 と音頭数 と畜場数 と畜頭数   
％  ％  ％  ％  ％  ％  ％  ％  
ト1，000  










?．???????????? ? ???????? ?? ? ???????????
???





???? ??????????? ?? ????????????? ? ?? ?
?????????
????
?? ? ?? ?
???????????
??
合  計   100．0 100．0 100．0  100   100．0  1 0   100．0   100  
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∧V 4－  
O 20 40 80  
と音プ盲ント数の累積比率  
資料出所：表－5．6，7の資料をもとに作成   
80  100  




0  20  40  60  糾  11〉0  
と育プラント数の累積比率  
資料出所：表－5，6の資料にもとづき作成  
図－9 育種別と畜プラント集中度（イギリス1992／93）  
?????????
60  
20  40  60  80  100  
と育プラント教の累横比率  
資料出所：表－7の資料をもとに作成  
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表－8 と畜産業の集中度のプラント単位・企業グ  
ループ単位にみた比較  
イギリス  フランス  
CRl＝5．5  CR3＝10．5  
CR7＝19．O CR19＝35．6  
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注   
（1）肉牛・牛肉セクターを構成する要素の連鎖の全体をあらわす用語は必ずしも統一されてい   
ないが，入手した資料でよく使用されているのが，プロダクション・チェーン（production   
chain），サプライ・チェーン（supplychain）である。ここでは後者の方を使うこととする。   
日本では農畜産物の場合，プロダクトの概念が農家段階に限定されて狭く用いられているため   
前者は現状では違和感があると考えるからである。また，これらはフードシステムと同一概念  
ー99－   
生物資源経済研究  
であると考える。  
（2）牛肉サプライチェーン（＝フードシステム）の日欧米比較は，さしあたって新山陽子「食   
肉のフードシステムとその変化一日欧米比較－」（高橋正郎け－ドシステム学の世界』   
農林統計協会，1997年）において行っているので，参照されたい。90年代以降のヨーロッパの   
牛肉産業の構造については，新山陽子・四方康行・増田佳昭「EU市場統合と牛肉流通構造の   
変化」藤谷築次代表文部省国際学術研究報告書FEC統合下の農産物流通の再編に関する実証   
的・政策的研究』第3部，1997年，川村保・中嶋康博『EUの食肉加工産業調査事業報告書』   
農政調査委貞会，1995年，松木洋一「ECの牛肉，豚肉，羊肉，鳥肉の市場・流通構造に関す   
る調査研究」（『平成4年度畜産物需要開発網査研究事業報告書j畜産振興事業団）を参照のこ   
と。  
（3）牛肉セクターと子牛肉セクターの構造の比較は，新山陽子「牛肉のフードシステムとアグ  
リビジネス一重直的統合と垂直的調整－」中野一新『アグリビジネスj有斐閣，1998年，   
子牛肉座業については，中嶋康博・斉藤勝宏FEU肉牛産業における子牛肉生塵に関する報告   
書』農畜産業振興事業団，1996年を参照されたい。  
（4）前2者の条件には品質向上への配慮がみられる。雄牛の対象は，．18カ月の若雄牛，イギリ   
スの2－3年半の去勢牛で，1農家当り90頭までに飼養制限される。雌牛の対象は，肉の質が悪   
いホルスタイン，フリージアンは肉用種と2回クロスしているものに限定される。  
EC共通農業政策の改革とその政策内容の詳細については，塚田幸雄，土肥俊彦「EC共通   
農業政策（CAP）の改革について」（「畜産の情報（海外編）』平成4年7月・8月），肉牛生   
鹿部門への影響については，四方康行「EUの農業政策と農業補助金」『農業と経済』1997年   
6月号を参照されたい。  
（5）牛肉産業への狂牛病の影響とそれに対応するための品質管理・品質保証システムの強化に   
ついては別稿（新山陽子「狂牛病とその後のヨーロッパ一食肉の品質・安全性管理」『農林   
統計調査』1998年2月）を参照されたい。  
（6）以上のECFreshMeatDirectiveに関する検討は，MLC同上書の，lmplementationof   
theSingleEuropeanMarketを参考にしている。規則の内容については，塚田幸雄・土肥俊   
彦「駐在貞レポートECが93年のEC統一市場における食肉の衛生，検査基準を定める」（『畜   
産の情報j平成3年12月）に詳しいのであわせて参考にされたい。ECの食肉産業に及ぼす経   




（7） r畜魔の情報』1995年12月トピックス欄参照。  
（8）（9）OFIVAL“AbattagesetAbattoirsD’animauxdeBoucherieen1990”にもとづく。  
（10）R．Wareham；D．Smailes；N．B．Barrister“Tolley，sCompaniesHandbook1994”に   
とづく。  




（12）FNCBV（Federation NationaledelaCooperationBetailetViande）“LesCoopera－   
tivesFrancaisesExportatrices”1994，にもとづく。  
（13）農林・食料品省での聞き取りによる。  
（14）Stidfleisch“Geschaftsbericht1993”，Luts“GeschAftsbericht1994”，およびズート・フラ   
イシュ・オーバーパイエルン支社の資料と聞き取りによる。  
（15）アナス社での聞き取りにもとづく。なお，1996年10－11月のドイツ調査の際にアナス社の  
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倒産の報を聞いたが資料などでの確認はできていない。倒産の原因は，と畜プラントの衛生基   
準の統一への対応のための施設・設備投資，旧東独地域への進出のための投資∴中国などへの   
海外進出投資がこの数年の間に進められたが，折り悪く狂牛病問題の発生により消費が急減し，   
営業成績が悪化，資金回収が困難になったためといわれている。狂牛病問題の影響の大きさを   
示す例である。  
（16）この項の基礎データは，イギリスはMLC前掲書，フランスはOFIVAL前掲書，および   
Ministere de L，agriculture et dela Peche“Activite des Abattoirs D’animaux de   
Boucherieen1992日による。  
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